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血液内科 

部長 上村 由樹 

 

診療 

2016 年より当院に血液内科が設立し、今年で 7年目を迎えます。 

当院では、もっぱら高齢者の血液腫瘍を中心に診療を行っています。 

毎年多くの新薬が生み出されているおかげで新規レジメの申請に追われていますが、高齢

者の血液腫瘍の予後はここ数年で大幅に改善されました。それでも高齢者は複数の合併症

を有していることが多く、十分な治療を完遂することは困難です。QOL の向上を目標とし、

個々の患者に応じた治療を模索することが重要と考えられます。 

当科で診療している頻度の高い造血器腫瘍は、骨髄異形成症候群、悪性リンパ腫、多発性

骨髄腫です。2016 年以降のこれらの新規診断症例数は、2019 年を境にやや低下しています

が、高知大学医学部に血液内科講座が開設されたことで、患者が流れたものと考えられます。

他院からの紹介患者数も同様にやや減少した印象があります。 

  

教育・研究 

他科研修中の研修医から、頻繁に受け持ち患者の蛋白分画異常、貧血、白血球数異常、血小

板減少、リンパ節腫大についての相談を受けます。治療を必要とする血液疾患と診断される

場合、主科はそのままで当科主導で治療を行います。 

当科をローテートする研修医は年間一人いれば良い方ですので、他科研修中に血液疾患の

指導を行う機会を持つようにしています。当科で過去に診療した血液疾患は下記に示すよ

うに広範囲に渡ります。当院は施設基準により、血液専門医を育成することはできませんが、

研修医に血液疾患に興味を持って頂き、高知県の血液内科の増員に少しでも貢献したいと

考えています。 

 

課題 

高知県は、研修医の内科自体の希望者が少ないこともあり、血液内科の育成に苦慮していま

す。また、基幹病院以外に血液疾患の診療が可能な病院は当院を含めわずかしかありません。

基幹病院で、若い造血器腫瘍患者の治癒を目指す治療は血液内科の醍醐味です。しかしなが

ら、高齢患者に寄り添う医療も必要です。基幹病院を離れて血液内科医のキャリアを捨てる

前に、今一度当院で血液診療を継続して下さる医師の招聘が当面の課題です。 

 

当科での過去診療疾患 

１．急性（骨髄性・リンパ性）白血病 

２．骨髄異形成症候群 

３．悪性リンパ腫 

びまん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫、濾胞性リンパ腫、胃・直腸 MALT リンパ腫、 

バーキットリンパ腫、MTX 関連リンパ増殖性疾患、血管内リンパ腫、胸水原発悪性 



リンパ腫様リンパ腫、セザリー症候群、成人Ｔ細胞白血病リンパ腫、ホジキンリンパ腫 

４．多発性骨髄腫 

５．骨髄増殖性疾患 

（真正多血症、本態性血小板増多症、原発性骨髄線維症、慢性骨髄単球性白血病） 

６．慢性骨髄性白血病 

７．T細胞大顆粒リンパ球性白血病 

８．慢性リンパ性白血病 

９．特発性血小板減少性紫斑病 

１０．血栓性血小板減少性紫斑病 

１１．後天性赤芽球癆 

１２．自己免疫性溶血性貧血 (AIHA) 

a. 温式 AIHA 

b. 寒冷凝集素症 

１３．凝固因子欠乏症 

a. 後天性第Ⅴ因子欠乏症 

b. プロテイン C欠損症 

c. 自己免疫性出血病ⅩⅢ/13 

d. 後天性第ⅩⅢ因子欠乏症 

e. 後天性血友病 A 

１４．POEMS 症候群 

１５．再生不良性貧血 

１６．TAFRO 症候群 

１７．キャッスルマン病 

１８．原発性マクログロブリン血症 

１９．悪性貧血 

 

 

 



 

 

 

 

  



 

 

講演会 

演題 
発表者 

共同研究者 
学会名 開催 

ベネトクラクスの AML 治療管理 上村由樹、吉田将平、吉本五一  Kochi AML Expert Meeting 4 月 8 日 

高知 

骨髄移植の実際 上村由樹（オープニング） 第 28 回高知県骨髄移植講演会
＆ドナー登録会 

11 月 5 日 
高知  

 

新時代のアミロイドーシス治療 上村由樹（司会） 新時代のアミロイドーシス治

療講演会 

11 月 19日 

高知 

 

論文発表 
タイトル 執筆者 

共同執筆者 

掲載誌 

出版社 

巻・号 

ページ 

Successful Treatment of 

Concomitant Pleural Mucosa-

Associated Lymphoid Tissue 
Lymphoma and Monoclonal 

Gammopathy of Undetermined 

Significance with Lenalidomide, 
Rituximab, and Dexamethasone. 

Yoshiki Uemura   

Risa Maeda,  

Hiroyoshi Saegusa.  

eCollection 5 月 30 日 
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